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養護老人ホームの運営についての請願 

 

【請願趣旨】 

 養護老人ホームは，明治時代，貧困により生活に困窮した

高齢者の受け入れ施設「養老院」が始まりとされており，そ

れ以降，救護法（昭和４年），生活保護法（同 25 年），老

人福祉法（同 38 年）と一貫して，国の責任の下で低所得高

齢者の福祉対策，つまり弱者救済の措置施設として運営が図

られてきているものである。しかし，平成 17 年に措置（運

営）費及び施設整備費が地方に委譲されて以来，施設の近代

化が大きく遅れている。 

 現在，茨城県における施設数は 15 施設であり，全ての施

設が 30 年以上経過しており，多くの入所者が老朽化が激し

く劣悪な環境下での生活を余儀なくされている。 

 ついては，下記の点について改善され，利用者が安心して

快適な生活が保障されると共に，養護老人ホームの経営安定

が図られるよう請願する。 

 

記 

 

１ 養護老人ホームは，老人福祉法上唯一の措置施設であ 

り，行政責任の下で運営が図られている事から運営及び入 

所者処遇並びに施設改修，建替え等諸課題の対応に当って 

は，都道府県行政の責任において適切な支援と指導を行う 

こと。 

２ 養護老人ホームは，低所得高齢者や精神障害・薬物依存 

など社会的不適合な高齢者の受け入れ施設として，老人福 

祉施策上，今後も極めて重要な事業であることから，建て 

替え時の法人負担を軽減するよう建設補助基準単価の引 

き上げを図ること。 
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３ 養護老人ホームは，措置費による運営がなされており， 

施設の改修や建替え等における借入金の償還については， 

「社会福祉法人が経営する社会福祉施設における運営費 

の運用及び指導について」（雇児第 0601003 号，社援発第 

0601004 号，老発第 0601002 号：平成 21年６月１日）に 

おいて運営費の弾力的運用が認められているものの，施設 

整備に係る経費として借り入れた独立行政法人福祉医療 

機構等からの借入金の償還金及びその利息の充当につい 

ては，民間施設給与等改善費として加算された額を限度と 

する等，制度上の規制があり，その財源の捻出に運営上大 

きな支障をきたしていることから，なお一層の規制の緩和 

を図るよう国に強く要望すること。 

４ 養護老人ホームの措置（運営）費には，減価償却費がそ 

もそも積算されていないこと。また，入所者から居住費を 

徴収することが出来ないことから，独立行政法人福祉医療 

機構からの借入については，国に対し以下の点を強く要望 

すること。  

・融資率の引き上げ 

   現在の融資率は 80％（平成 24 年３月 31日迄は， 

  90％の優遇措置有り） 

 ・償還期間の延長 

   現在は 20 年以内となっている。（ユニット型特養の 

み 25年以内） 

・貸付利息に対する優遇措置 

   老朽民間社会福祉施設整備事業等一部整備事 

  業にある無利子貸付制度の活用 

５ 養護老人ホームは，年々受け入れが増えている精神疾患 

者や知的障害者の状況に対応した支援の場として今後と 

も計画的な施設整備を進めるとともに，職員の負担がます 

ます増えている現状を踏まえ，人員配置の問題や職員の処 

遇改善等を図ること。 

６ 上記の施策を推進する上で，最低限度の文化的，健康的 

な生活を確保するため国としても所要の措置を講じるよ 



う働きかけること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




